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1.はじめに 

軟弱地盤の改良の手段として用いられる真空圧密工法は、盛土による地盤改良に比べると盛土材の搬入や撤去が

なく、地盤強度に応じた段階施工も必要ないため、工期短縮、工費削減が図れ、周辺地盤の変状を軽減出来る．さ

らに、盛土構築時に真空圧密工法を適用することで、急速盛土施工が可能になると考えられている．近年、軟弱地

盤対策工として採用されるケースが全国的に増加しているが、そのメカニズムや定量的な効果は未だ十分に明らか

にされていない． 

そこで本研究では、この真空圧密工法の原理を模擬した室内模型試験装置により、真空圧密盛土併用工法を模擬

した段階載荷試験を行い、限界盛土高と施工との関係性を明らかにし、現場施工における安定指標を提案すること

を目的とする． 

2.試験装置及び試験概要 

真空圧密工法の原理を模擬した試験装置の概要図を図-1に示す．供試体中央に

ドレーン材(引張りピストンリングにキッチンペーパーを巻き作製)、側方に間隙

水圧計を設置する．真空圧は、平成 14年に佐賀県で行われた試験施工における平

均値である-69kPaに設定した 1）．  

試験方法としては、まず、真空圧作用前において初期地盤内応力に相当する軸

圧と側圧を供試体に負荷し、初期地盤状態を模擬する．軸圧は各供試体深度まで

の各層の単位体積重量に層厚を乗じた値の総和、側圧はこれに静止土圧係数

（K0=0.5）を乗じた値とし、それぞれ負荷する．次に、供試体に真空圧-69kPa を

作用させ、圧密度が設定値に到達する時点で、段階的に荷重を載荷する．以降、

供試体が破壊するまで載荷を続ける．なお、供試体が破壊した状態とは、著しく

変位量が増加し計測不可能になった状態を指す．軸変位は外部変位計により計測

し、体積変化量は排水量の計測値を用いた．軸ひずみ、体積ひずみについてはそ

れぞれ真空圧負荷前の供試体の高さと体積を基準として算出した．また、本文中

の圧密度は以下の式を用いて定義する． 

 

 
 

3.試験条件 

本研究では、まず平成 15年に佐賀県旧小城郡で実施された試験施工の際に不撹乱で採取した有明粘土を用いた。

供試体はシンウォールサンプラーより抜き出した直径 7.4cm、高さ 15cmの円柱供試体である。 

試験ケースを表-1に示す．使用する供試体は各ケースともGL-6.0~-6.9mの初期地盤内状態を模擬した 1）．ここで、

CASE1は真空圧-69kPaを負荷して圧密度が 50%に到達した時点で、段階載荷圧 3.44kPaを 10分間ごとに載荷する．

CASE2、3は CASE1に対し載荷圧を変化させたケースである．なお、試験を行うに際し、バロン式により、実現場

での 1 日を室内試験では 10 分とした．また、段階載荷圧 3.44kPa は実現場の盛土高 20cm（密度 1.8g/cm3）に相当

し、同様に 6.02kPaは盛土高 35cm、8.60kPaは 50 cmに相当する．  

図-1 三軸室概要図 
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4.試験結果と考察 

図-2は、CASE1の盛土高、軸ひずみ、体積ひずみと載

荷時間との関係を示す。一定速度で供試体に載荷を行う

と、ある荷重レベルを超えたところで軸ひずみは急激に

増加し、供試体が破壊した。また、破壊直前に排水に伴

う体積ひずみの増加も確認された。本ケースにおいては、

載荷時間 190分に対し、限界盛土高は 3.8mであった．以

前に試験を行った CASE2、3 においてはそれぞれ 110 分

－3.85m、60分－3.0mであった． 

図-3 に不撹乱試料を用いた CASE1～3 の盛土載荷速度

と限界盛土高の関係を示す。 

図-3 より、CASE1、2 は CASE3’に対し 0.8m 高くなっ

ているのに対し、CASE1と CASE2では限界盛土高に差が

生じていない．このことから、載荷速度は 35cm/dayまで

大きくしても 20 cm/day と同等の高さの盛土を行えると

考えられる．また、近似曲線により、載荷速度と盛土高

の関係は上に凸の曲線を描いていることがわかる．  

さらに、表-3 に真空圧開始から設定盛土完了までの日

数を示す．盛土高 3.0ｍまでならば載荷速度 50cm/day で

行うことが可能で、施工完了までの日数は約 145 日であ

るという結果になった．しかし、盛土高 0m地点に着目す

ると、不撹乱試料では最大で 46日の差が生じていること

がわかる．この大きなばらつきは貝殻などの含有による

不撹乱供試体の不均質性が原因であると考えられる． 

5.おわりに 

本試験結果より、盛土載荷速度と限界盛土高の関係を

把握し、真空圧負荷開始から盛土

施工完了までの日数を求めた．今

後は安定したサンプルの確保の

ため、攪拌試料により作製した供

試体を用いて試験を行い、圧密度

と限界盛土高の関係を明らかに

する予定である．そして、現場施

工における安定指標をより一般

的なものを確立する． 
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図-3 載荷速度による盛土高の影響 
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図-2 不攪乱試料の CASE1における試験結果 
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圧密度 80％ 10分間 

表-1 試験ケースの設定 

設定盛土完了までの日数（日） 試験 

ケース名 

段階載荷荷

重（kPa） 0m 0.5m 1.0m 1.5m 2.0m 2.5m 3.0m 3.5m 3.8m

CASE1 3.44 185 187 190 192 195 197 200 202  

CASE2 6.02 157 158 159 161 163 164 165 167 204 

CASE3 8.6 139 140 141 142 143 144 145  168 

表-2 圧密度 80%による盛土完了日数 
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